平成２２年第３回奥多摩町議会定例会　会議録

１　平成22年９月17日午前10時00分、第３回奥多摩町議会定例会が奥多摩町議会議場に招集された。

２　出席議員は次のとおりである。

　　　　第１番　師岡　伸公君　　第２番　酒井　正利君　　第３番　原島　伸行君

　　　　第４番　須崎　　眞君　　第５番　増田ひさ子君　　第６番　竹内　和男君

　　　　第７番　小澤　春義君　　第８番　鈴木　賢一君　　第９番　清水　典子君

第10番　澤本　　章君　　第11番　師岡　　智君　　第12番　前田　悦男君

第13番　小林　　勤君　　第14番　島崎　利雄君
３　欠席議員は次のとおりである。

　　　　な　し

４　会議事件は次のとおりである。

　　　　別紙本日の『議事日程表』のとおり

５　職務のため出席した者は次のとおりである。

　　　　議会事務局長　大野　　尚君　　議会係長　浅見　隆久君

６　地方自治法第121条の規定による出席説明員は、次のとおりである。

　　　　町　　　　　長　河村　文夫君　　副　 町 　長　村木　義雄君

　　　　教育長　栃元　　誠君　　企画財政課長　加藤　一美君

　　　　企画財政課主幹　清水　信行君　　総務課長　原島　　肇君

　　　　住　民　課　長　浜野　武雄君　　福祉保健課長　若菜　伸一君

　　　　観光産業課長　加藤　博士君　　地域整備課長　宮田　昭治君

　　　　教育課長　井上　永一君　　会計管理者　清水　　明君
　　　　病院事務長　川村　文雄君
　　　　

平成２２年第３回奥多摩町議会定例会議事日程[第３号]
平成22年 ９月17日（金）

午前10時00分・開議

会　期　　平成22年９月７日～９月17日（11日間）

	日程
	議案番号
	議　　　案　　　名
	結　果

	１
	――
	議長開議宣告
	――


	２
	認定第１号
	平成21年度奥多摩町一般会計歳入歳出決算の認定について　　　　　　（決算特別委員会委員長報告）
	原案認定

	３
	認定第２号
	平成21年度奥多摩町都民の森管理運営事業特別会計歳入歳出決算の認定について
　　　　　　　　　　（決算特別委員会委員長報告）
	原案認定

	４
	認定第３号
	平成21年度奥多摩町山のふるさと村管理運営事業特別会計歳入歳出決算の認定について
　　　　　　　　　　（決算特別委員会委員長報告）
	原案認定

	５
	認定第４号
	平成21年度奥多摩町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について（決算特別委員会委員長報告）
	原案認定

	６
	認定第５号
	平成21年度奥多摩町老人保健特別会計歳入歳出決算の認定について　　（決算特別委員会委員長報告）
	原案認定

	７
	認定第６号
	平成21年度奥多摩町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について
（決算特別委員会委員長報告）
	原案認定

	８
	認定第７号
	平成21年度奥多摩町介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について　　（決算特別委員会委員長報告）
	原案認定

	９
	認定第８号
	平成21年度奥多摩町下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について　（決算特別委員会委員長報告）
	原案認定

	10
	認定第９号
	平成21年度奥多摩町国民健康保険病院事業会計決算の認定について　　（決算特別委員会委員長報告）
	原案認定

	11
	認定第10号
	平成21年度奥多摩町水道事業会計決算の認定について　　　　　　　　（決算特別委員会委員長報告）
	原案認定

	12
	――
	各常任委員会、議会運営委員会及び下水道事業特別委員会の特定事件に関する閉会中の継続調査について
	決　　定

	13
	――
	町長あいさつ
	――


　　（午前10時34分　閉会）
午前10時00分　開議

○議長（澤本　　章君）　皆さん、おはようございます。

直ちに本日の会議を開きます。

本日の日程はお手元に配付のとおりであります。

これより議案審議に入ります。日程第２　認定第１号　平成21度奥多摩町一般会計歳入歳出決算の認定について、日程第３　認定第２号　平成21年度奥多摩町都民の森管理運営事業特別会計歳入歳出決算の認定について、日程第４　認定第３号　平成21年度奥多摩町山のふるさと村管理運営事業特別会計歳入歳出決算の認定について、日程第５　認定第４号　平成21年度奥多摩町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について、日程第６　認定第５号　平成21年度奥多摩町老人保健特別会計歳入歳出決算の認定について、日程第７　認定第６号　平成21年度奥多摩町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について、日程第８　認定第７号　平成21年度奥多摩町介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について、日程第９　認定第８号　平成21年度奥多摩町下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について、日程第10　認定第９号　平成21年度奥多摩町国民健康保険病院事業会計決算の認定について、日程第11　認定第10号　平成21年度奥多摩町水道事業会計決算の認定について、以上10件を一括して議題とします。

本件については、去る９月７日、決算特別委員会に審査が付託され、本日、お手元にその結果が報告されております。

審査の経過及び結果について、決算特別委員会委員長から報告願います。決算特別委員会委員長　須崎　　眞議員。

〔決算特別委員長　須崎　　眞君　登壇〕

○決算特別委員長（須崎　　眞君）　決算特別委員会決算認定審査の報告をいたします。

　当委員会は、去る９月７日に開会された平成22年第３回定例町議会第１日に付託された平成21年度の奥多摩町の、認定第１号　一般会計歳入歳出決算、認定第２号　都民の森管理運営事業特別会計歳入歳出決算、認定第３号　山のふるさと村管理運営事業特別会計歳入歳出決算、認定第４号　国民健康保険特別会計歳入歳出決算、認定第５号　老人保健特別会計歳入歳出決算、認定第６号　後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算、認定第７号　介護保険特別会計歳入歳出決算、認定第８号　下水道事業特別会計歳入歳出決算、認定第９号　国民健康保険病院事業会計決算、認定第10号　水道事業会計決算、以上10件の議案について、９月13日と９月15日の２日間で審査を行いましたので、審査の結果について報告いたします。

審査の経過につきましては、２日間とも全委員が出席し、議長及び議会選出監査委員もご同席されていましたので、審査の経過の報告は省略し、結果のみ報告させていただきます。

認定第１号から認定第10号の全10会計の決算については、９月15日にそれぞれ採決を行った結果、いずれも委員多数の賛成により、原案のとおり認定すべきものと決定しました。

以上で、決算特別委員会における議案審査結果の委員長報告を終わります。

○議長（澤本　　章君）　以上で、報告は終わりました。

　お諮りします。ただいま上程の決算特別委員会委員長の報告についての認定第１号から認定第10号までの各会計の決算の認定議案についての質疑は、この際、省略したいと思いますが、これにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（澤本　　章君）　ご異議なしと認めます。よって、認定第１号から認定第10号までの、各会計決算の認定議案についての質疑は省略することに決定しました。

　次に、ただいま上程の認定第１号から認定第10号までについて、討論を行います。

なお、認定第１号については、申し出がありますので討論を行い、認定第２号から認定第10号までの９議案については、討論を省略し、採決したいと思いますが、これにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（澤本　　章君）　ご異議なしと認めます。

　これより、認定第１号の討論を行います。初めに、原案に対し反対の議員の討論を行います。14番島崎　利雄議員。

○14番（島崎　利雄君）　14番島崎です。それでは、平成21年度の決算にあたりまして、反対討論をいたします。

　もう、皆さんもご承知のとおり、今日の状況は非常に大変な状況と言わざるを得ないのが出てきております。身近なところでは円高の問題、さらには長引く不況、こういう形で住民の生活、営業の皆さん方の経営、大変な状況になっております。今回の決算の中でも、この点が反映されていることはご承知のとおりであります。こういう状況の中で、なおまた大きな問題もはらんでおります。新聞報道によりますと、15歳から24歳の完全失業者が50万人にも達しているとこういう報道もされて、若者が就職したくてもできない、卒業しても就職はない、こういう方々が氾濫しているという状況も報道されております。

　こういう状況の中で、まさに今の政治がおかしいと言わざるを得ない。つい先だって民主党の代表選挙のことがあり、マスコミも大きな報道で、まさにどこの選挙をやっているのかというような状況も見受けられ、多くの批判も出てきていることも今日の状況でもあります。そういう中で、政府の今までの過去数年間で６名もの総理大臣が変わっていると、このような政治状況で、まさに世界の先進国でも例のないことではないでしょうか。こういう点を見ても、全く住民のことを考えていない、こういう反映であり、今、日本の経済やさまざまな問題があと残しになっている今日ではないでしょうか。

そういう意味で、奥多摩町の中でも納税義務者、2,568名おるようでありますが、年収200万円以下の方が1,787人、45％、45.8％を占めている状況であります。200万円から700万円、この方々が741名、そして26.4％。そして、700万円から1,000万円24人、そして1,000万円以上の方が16名とこういう数字が示されております。まさにこれを見ても、所得の低い方々が圧倒的に、約半数に達しているということを見ても、大変な状況に置かれているということであります。

そういう中で、今、国民健康保険税や、さらには介護保険料、後期高齢者、こういう点でも、既に議論もしてまいりましたが、国民健康保険などについては医療費の増大というふうなこともありまして、まだ値上げということは決まっておりませんが、値上げせざるを得ないというような環境にも来ている。お年寄りの医療抑制というような声もありましたが、本当に弱者の方々を守る、医療に十分携わることができるような、やはり今後、努力をする必要があろうかというふうに思います。

介護保険料についても、まさに保険あって介護なしと言わざるを得ない状況も奥多摩の中で出てきている件も多くあります。広大な面積を抱えている中での十分お年寄りの皆さん方に徹底し切れない、こういう矛盾や問題も反映しているところでもあります。

さらに、後期高齢者の保険料でありますが、東京都全体の広域連合、ここでは4.9％の値上げを今後していくということが確定して、均等割については、そのまま見直しというような状況も出ているのが今日の状況であります。

そういうことからみて、まさに奥多摩町、国都に依存する行財政でありますが、住民との協働が強調されているそういう中で、ぜひ自治意識を高めることも大きな課題だというふうに思います。是非、限界の集落といわれるような地域については、是非とも大きな力を発揮していただいて全力を尽くしていただきたいという要望でもございます。

さらには、各団体との連携、こういうものもまだまだ不十分と言わざるを得ない。指定管理者の中でも大変営業に困っている方も多く出ているという感じもございます。こういう点でも、なお一層強化をする必要があろうかというふうに思います。

さらに、今後のリーダーシップをさらに強化発展をさせていく、そういう意味で地域や行政の活性化を、やはり強化をするということも今後の大きな課題というふうに思います。今、閉塞感といわれる状況が日本全体といってもいいくらい、そういう状況も出ておりますが、是非これらもリーダーシップを発揮していただいて、行政が先頭になって地域とのまさに住民との協働をさらに強めることを強く要求するものであります。

最後になりますが、先だって議論もしましたが、奥多摩総合開発の問題であります。私には、さまざまな答弁がありましたが、理解ができない状況でもあります。奥多摩総合開発も大変苦労をされて、黒字経営のところもありますが、赤字経営も抱えている。そして今までさまざまな施設を町に返還をする、こういう形で努力もされてきている部分もあるんですが、今後、こういうままで、今回、町が１億6,000万円、奥多摩工業が4,000万円という出資をされているわけです。まさに、こういう点では、住民の立場からみても本当に今後、努力をしなければいけないと言わざるを得ないことであります。既に改善計画が出ているようでありますが、これすらが示されないということも残念でなりません。

そういう立場から、是非この町の大きな企業であり、町の観光を中心に頑張っていられる会社であります。是非ともこれらを町全体に夢や希望を持たせるようなこういう施策が、ここの先頭になってやる部署ではないでしょうか。そういう立場から、是非町の行政の指導や協力など強化をして、この町の活性化のために全力を尽くすことを強く要求して、私の反対討論とするものであります。以上。

○議長（澤本　　章君）　次に、原案に対し賛成の議員の討論を行います。12番前田　悦男議員。

○12番（前田　悦男君）　12番前田です。平成21年度決算について賛成の立場から意見を述べます。

　我が町では、毎年、自主財源が限られており、国の地方交付税と東京都の支出金に依存する予算編成となっている。その点で、国や都の経済情勢によって町財政も大きく左右される体質を持っているため、その動向に注目せざるを得ない状況である。長年にわたり数字の上では景気は回復基調にあるとマスコミ等ではいわれているが、我々庶民感覚では、その実感はほとんどない、不況の状態が続いている。むしろ、昨年度から税収は減収に転じ、国や都も予算編成に四苦八苦している状態である。

このような厳しい状況下で平成21年度の当町の主な事業として、１、４月にオープンした森林セラピー事業は、今後、滞在型観光事業として期待できる。２、５月13日には、東京都の水道事業に町の水道事業を統合することに関する基本協定を締結し、平成22年４月１日から都営水道一元化が実現された。この事業により、当町の将来負担の軽減が大幅に図られ、安全で安心して飲める質の高い水道水が安定的に供給されることとなった。３、また、公共下水道及び合併浄化槽整備事業は順調に進展しており、一部供用も開始された。４、学校給食センターは各種補助金等を活用し、オール電化方式やドライ厨房の採用をして、より安全な給食の提供が開始された。５、若者定住化住宅建設事業を実施し、外部から３世帯も移住し、着実に定住化も図られている。また、懸案の二つの課題の99カ年の山林の地上権設定地の契約解除、及び山のふるさと村にかかわる裁判について和解が成立し、民事上の決着をした。このことも付け加えておきます。

さて、第四期長期総合計画の前期の最終年に当たる本年は、河村町長を先頭に職員全員が尽力した結果、すばらしい実績を挙げることができたことに敬意を表するものです。しかし、今後の課題もあります。クリーンセンターの整備と今後のあり方、過疎化・少子高齢化対策、災害時の孤立化を防ぐ目的の南岸道路の早期建設、国道411号の整備、特にトンネル対策等々、課題も山積しております。今後は、第四期長期総合計画後期分の実施にあたり、これらの課題に取り組んでいって、着実に成果を上げてもらいたいと思います。

以上で賛成討論といたします。

○議長（澤本　　章君）　次に、原案に対し反対の議員の討論を行います。ありませんか。

（反対討論なし）

○議長（澤本　　章君）　次に、原案に対し賛成の議員の討論を行います。ありませんか。

（賛成討論なし）

○議長（澤本　　章君）　ないようですので、以上で認定第１号の討論を終結します。

　これより採決します。

　日程第２　認定第１号　平成21年度奥多摩町一般会計歳入歳出決算の認定について、原案を認定することに賛成の議員は起立願います

（賛成者起立）

○議長（澤本　　章君）　起立多数であります。よって、認定第１号については原案を認定することに決定しました。

　次に、日程第３　認定第２号　平成21年度奥多摩町都民の森管理運営事業特別会計歳入歳出決算の認定について、原案を認定することに賛成の議員は起立願います

（賛成者起立）

○議長（澤本　　章君）　起立多数であります。よって、認定第２号については原案を認定することに決定しました。

　次に、日程第４　認定第３号　平成21年度奥多摩町山のふるさと村管理運営事業特別会計歳入歳出決算の認定について、原案を認定することに賛成の議員は起立願います

（賛成者起立）

○議長（澤本　　章君）　起立多数であります。よって、認定第３号については原案を認定することに決定しました。

　次に、日程第５　認定第４号　平成21年度奥多摩町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について、原案を認定することに賛成の議員は起立願います

（賛成者起立）

○議長（澤本　　章君）　起立多数であります。よって、認定第４号については原案を認定することに決定しました。

　次に、日程第６　認定第５号　平成21年度奥多摩町老人保健特別会計歳入歳出決算の認定について、原案を認定することに賛成の議員は起立願います

（賛成者起立）

○議長（澤本　　章君）　起立多数であります。よって、認定第５号については原案を認定することに決定しました。

　次に、日程第７　認定第６号　平成21年度奥多摩町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について、原案を認定することに賛成の議員は起立願います

（賛成者起立）

○議長（澤本　　章君）　起立多数であります。よって、認定第６号については原案を認定することに決定しました。

　次に、日程第８　認定第７号　平成21年度奥多摩町介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について、原案を認定することに賛成の議員は起立願います

（賛成者起立）

○議長（澤本　　章君）　起立多数であります。よって、認定第７号については原案を認定することに決定しました。

　次に、日程第９　認定第８号　平成21年度奥多摩町下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について、原案を認定することに賛成の議員は起立願います

（賛成者起立）

○議長（澤本　　章君）　起立多数であります。よって、認定第８号については原案を認定することに決定しました。

　次に、日程第10　認定第９号　平成21年度奥多摩町国民健康保険病院事業会計決算の認定について、原案を認定することに賛成の議員は起立願います

（賛成者起立）

○議長（澤本　　章君）　起立多数であります。よって、認定第９号については原案を認定することに決定しました。

　次に、日程第11　認定第10号　平成21年度奥多摩町水道事業会計決算の認定について、原案を認定することに賛成の議員は起立願います

（賛成者起立）

○議長（澤本　　章君）　起立多数であります。よって、認定第10号については原案を認定することに決定しました。

　次に、日程第12　各常任委員会、議会運営委員会及び下水道事業特別委員会の特定事件に関する閉会中の継続調査について、を議題とします。

　お諮りします。本件については、各常任委員会、議会運営委員会及び下水道事業特別委員会から継続調査の申し出がありましたので、お手元に配付の継続調査事項表のとおり閉会中の継続調査にしたいと思いますが、これにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（澤本　　章君）　ご異議なしと認めます。よって、本件については、それぞれ閉会中の継続調査とすることに決定しました。

　以上で、本定例会に付議された案件の審議はすべて終了しました。

　ここで本定例会の閉会にあたり、町長よりあいさつがあります。河村文夫町長。

〔町長　河村　文夫君　登壇〕

○町長（河村　文夫君）　平成22年第３回奥多摩町議会定例会の閉会にあたり、ひとことごあいさつを申し上げます。

　９月７日開会しました今定例会には、過疎地域自立促進計画の策定案件１件、平成21年度決算認定10件、報告３件、平成22年度補正予算８件、契約案件１件、人事案件１件、計24件の議案を提案させていただきました。全案件につきまして、可決、認定、同意をいただき感謝を申し上げます。

　また、９月10日には８名の議員から13件の一般質問を、平成21年度各会計決算については、決算特別委員会を設置し、２日間にわたりご審査をいただき、町長、副町長、関係課長からご答弁をさせていただきました。

　今議会の審議を通じ、議員皆様からは多種多様な考え方、要望・提言等をいただきましたので、これらのことを踏まえつつ、現在の町の状況を認識して、今後の行財政運営にあたっていきたいと考えております。

特に、国・都に依存している行財政環境は依然として厳しく推移しています。しかし、住民皆様の安全・安心の確保と少子高齢化に対する施策の推進を行い、住民福祉の向上を図るためには、引き続き町行政改革を継続し、身の丈に合った効率的な行財政運営を堅持してまいります。そのためには、議員皆様、住民皆様が町の現状認識を共有し、町政の効率的な事務事業の推進が必要不可欠であると考えております。

　次に、町の長年の願望でありました「東京都水道一元化」が実現し、都営水道として本年４月からスタートいたしましたが、この問題解決に数年間にわたり東京都水道局長として先頭に立ち推進にご尽力をいただきました、前東京都水道局長でありました東岡創示氏が９月13日、享年60歳という若さで逝去いたしましたのは残念でなりません。生前のご苦労に対しまして、９月16日の告別式に、町を代表し、私と澤本議長が参列し、衷心より哀悼の意を表してまいりました。物事を推進するには、すばらしい人との出会いがいかに大切であるか再認識をさせていただきました。

　終わりに、町政に対するなお一層の議員皆様、住民皆様のご理解、ご支援、ご協力をお願い申し上げ、平成22年第３回奥多摩町議会定例会の閉会のごあいさつといたしたいと思います。大変お疲れさまでございました。

○議長（澤本　　章君）　以上で町長のあいさつは終わりました。

　以上をもって、平成22年第３回奥多摩町議会定例会を閉会とします。

　長時間の審議、大変ご苦労さまでした。

午前10時34分　閉会

地方自治法第１２３条第２項の規定により、ここに署名する。

　　　　　　　奥多摩町議会議長

　　　　　　　奥多摩町議会議員

　　　　　　　奥多摩町議会議員
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